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タイ人留学生のコード・スイッチングの使用実態
　　　　　　　　　　　　　一文法的観点に注目して一

スィリポーン　イヤムポンサーイ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨

　現在，日本は多言語多文化社会になりつつあり，日本語学習者をはじめ，日本に滞在している外国人の数が，年々増加

している。日本語や母語と接触しながら，二言語環境下に生活している彼らの言語運用を観察すると，周りの人とコミュ

ニケーションを図る際，発話相手や場面などによって母語と日本語を巧みに切り替え，コード・スイッチング（以下，

CS）を行っていることに気づく。そこで，本研究は彼らのこのような言語行動をより理解するために，タイ人留学生同

士の電話会話を資料とし，タイ語から日本語へのCSを文法の観点から分析し，使用実態を明らかにすることを目的とす

る。分析の結果，タイ語から日本語へのCSにおける文法的単位について，　CSはいろいろなところで起きていることが

明らかになった。また，文法的なルールについて，CSルールが存在していることが明らかになり，本研究では，6っの

ルールが観察された。それらのルールには，本来の日本語やタイ語の構造に許されないものも見られた。

【キーワード】タイ人留学生，コード・スイッチング，タイ語日本語文法的観点，

1．研究動機・背景

　現在，日本は多言語多文化社会になりつっあり，

日本語学習者をはじめ，日本に滞在している外国人

の数が年々増加している。日本語や母語と接触しな

がら，二言語環境下に生活している彼らの言語運用

を観察すると，周りの人とコミュニケーションを図

る際，発話相手や場面などによって母語と日本語を

巧みに切り替え，コード・スイッチング（以下，

CS）を行っていることに気づく。

　また，これまでのCSでは，海外のバイリンガ

ル・コミュニティーを対象とした研究は殆どである。

しかし，日本国内における研究や日本語学習者を対

象とした研究がまだ少ない。そして，日本語と英語

以外の言語を扱った研究が非常に少ない。

　そこで，本研究では，日本語を学んだ経験のあ

るタイ人留学生を対象に，日本語とタイ語のCSの

使用実態を明らかにすることが目的とする。第一ス

テップとして，タイ語から日本語へのCSの使用実

態を文法的観点に注目する。

2．先行研究

　今までのCS研究は，海外のバイリンガル・コミ

ュニティーを対象として多く行われている。研究観

点としては，主に，「アイデンティティ関係」，「機

能的観点」と「文法的観点」の3つが見られる。本

研究では，文法的観点を分析対象とするため，「文

法的観点1の先行研究のみを概観する。

　まず，CSパターンに関しては，多くの研究で，

csを文中（INTRAsENTENTIAL）と文間
（rNTERsENTENTIAL）の2類型に大別している

（Poplack　l　980，　Nishimura　1995・1997，　MaCSwan

2000など）。文中のCSは文や節の境界内部で起こ

るCSを指し，文間のCSは文と文の間で起こるCS

を指す。一方，CSをさらに細かく分類している先

行研究も見られる。岡（1995）は，CSを付加語句，

文間，文中という3つのパターンに分類している。

岡では，付加語句は，付加疑問，感嘆詞，挿入語句

を指し，殆ど統語的な制約なしにいろいろな位置に

挿入できると述べている。また，名詞のような単独

項目を文中と文間のCS以外のものとして扱ってい

る研究もある（Sankoff　1998，　Bakus　1996，ナカミ

ズ2003など）。ナカミズ（2003）によると，挿入型

CSとはA言語の文法構造に影響を与えないような

形で挿入されるB言語の単独項目のことを指す。

また，ナカミズは挿入型CSとしては，名詞が最も

多く見られるが，話し手が感情やその瞬間の主観的

な印象を表す場合には形容詞と感嘆詞も見られると

述べている（ナカミズ2003）。このように，CSは
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文のさまざまなところで行われており，CSパター

ンの分類は，研究者によって異なっているが，岡の

「付加語句」やナカミズの「挿入型CS」の切り替

え位置を考慮すると，これらも文中CSとして扱え

ると考えられる。

　また，これまでのCS研究において，　CSにさま

ざまな文法的制約が見られる。ここでは3つの制約

について述べる。まず，ニューヨーク在中のプェル

トリコ人を対象としたPoplack　et　al．（1981）は語ll頂の

制約について提唱し，自由形態素制約（Free

Morpheme　Constraint）と等価的制約（Equivalence

Constraint）に分けている。自由形態素制約では，あ

る言語の語彙がもう一方の言語に音韻的，形態素的

に適応されていない限り，語彙と隣接の形態素の間

で切り替えが起こらない。それに対し，等価的制約

では，両言語の語順が一致しているところでのみ切

り替えが起こり，それ以外のところでは起こりにく

い。このように，両言語の語順が一致していない場

合は借用が見られるが，両言語の語順が一致してい

る場合はcsが見られると解釈できる。次に，　Di

Sciullo　et　aL（1986）は2っのカテゴリーに支配関係が

存在する場合，CSが起こらないという支配・束縛

アプローチ（Govemment－Binding　Approach）につ

いて述べている。つまり，語彙と語彙のように支配

関係がない場合，その間でCSが行えるが，数量詞

や否定辞や助動詞といった機能的な役割を果たして

いるものとそれぞれの語彙の問に支配関係がある場

合，その間ではCSが起こらない。そして，マラッ

タ語と英語を対象としたJoshi（1985）はマトリック

ス・ランゲージ・アプローチ（Matrix　Language

Approach）を提唱し，　CSが基盤となる言語

（Matrix　Language）と埋め込まれる言語

（Embedded　Language）の成分の組み合わせから成

り立っていると述べている。Joshiの資料では，マ

ラッタ語が基盤言語であり，マラッタ語の中に英語

を埋め込んだcs文の例が観察されている。　Joshi

の考え方からすると，CSの文法構造は基盤言語の

文法構造を維持する必要があると考えられる。この

ように，CSはさまざまな制約に関わっているが，

それぞれの制約によって文法的なルールが形成され

ると考えられる。

3．本研究のCSの定義

　本研究では，CSを同じ会話や発話の中で2つ以

上の言語を切り替えることと定義する。文レベルの

切り替えを行うものを文間CSとし，単語レベルの

切り替えを行うものを文中CSとする。

4．本研究の概要

4。1研究目的

　大学での日本語学習課程を終えたタイ語を母語

とする留学生同士の電話会話資料を用い，彼らの会

話にタイ語から日本語へのCSが見られるか，見ら

れるとしたら，それぞれのCSはどのように行われ

ているか，どのような文法的なルールを持っている

かを明らかにし，タイ語から日本語へのCSにおけ

る文法上の特徴を提示したい。

4．2調査資料

　タイ人女子留学生同士の電話会話（30組）をデ

ータとして使用する。本研究では，言語切り替えに

注目することが目的なので，身振り手振りなどの非

言語行動を除くために，電話会話をデータとした。

各組に，タイ語で自由に会話をするように教示し，

会話時間は20分程度である。

4．3対象者

　対象者は，日本に滞在しているタイ人女子留学

生で，全員，日本語能力試験1～2級取得者である。

日本語学習期間は4～9年で，在日期間は1～6年7

ヶ月である。

5．分析の結果

5．1文法的単位

　本研究の資料では，タイ語から日本語へのCSに

おいて，文中と文問CSが見られた。文中CSは，

文中のいろいろな単位で起きていることが観察され

た。なお，CSの文法的単位は，　CSが文の中におい

てどこで行われているかを明らかにすることを目的

とするため，記述する際，文中CSのみを分析の対

象資料とする。（例文は稿末資料1を参照）

5．2文法的ルール

　本研究のデー一一一タから抽出された文法的なルール

について，6つのルールとして整理することができ

た。（例文は稿末資料2を参照）

（1）活用させた形の動詞を埋め込むCS

（2）タイ語の否定辞＋日本語の名詞・形容詞・動詞

（3）「名詞＋スル」，「副詞＋スル」，「助動詞の後」

　　＋語幹の部分のみ

（4）トピック・コメント文の場合，トピックとコメ
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ントの間でCS

（5）数字の場合，数字と単位の間でCS

（6）複文の場合，主節と従属節の間でCS

6．考察

6．1CSの文法構造

　本研究では，語順の違ったSVO言語のタイ語と

SOV言語の日本語の間でもCSが見られる。本研究

の結果と先行研究の結果から，CSは両言語の語順

に影響されていないことが明らかになった。

　また，CS文はJoshiの提唱したMatrix　language

approach通りになっており，　CSの文法構造は基盤

となる言語を維持しながら，他方の言語を埋め込む

ことが明らかになっている。本研究では，タイ語か

ら日本語へのCSを分析対象としたため，基盤とな

るタイ語の文法構造を維持しながら，日本語が埋め

込まれている例文が多く観察された。

6．2CSの文法的ルール

　文法的なルールについて，タイ語から日本語へ

のCSはタイ語のルールでもない，日本語のルール

でもない独自の文法的ルールを持っていることがわ

った。例えば，本来のタイ語なら，許されない「動

詞の活用形で置き換えること」がCS文になると，

許されている。また，本研究で観察されたCSルー

ルは本研究独特のルールではなく，日本語と他の

SVO言語（ここでは，中国語・英語・タイ語を指

す）を対象とした先行研究でも同じルールが観察さ

れている。例えば，「SVO言語の否定辞＋日本語の

動詞の組み合わせ」について，本研究では，タイ語

の否定辞＋日本語の動詞が観察された。
Nishimura（1997）でも同じように，英語の否定辞＋日

本語の動詞の例文が見られた。

7今後の課題

　本研究では，タイ語母語話者場面におけるタイ

語から日本語へのCSを文法的観点に注目して，分

析を行った。しかし，タイ人留学生のCS使用実態

を明らかにするために，タイ語から日本語へのCS

のみならず，日本語からタイ語へのCSの文法的特

徴も追求する必要があると考えられる。そのため，

今後の課題として，日本語とタイ語へのCSの文法

上の特徴を明らかにすることを試みたい。また，タ

イ語と日本語以外のCSを文法的観点から分析した

先行研究の結果と照らし合わせて，CSの普遍的な

ルールを追求することを試みたい。
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稿末資料1

文法的単位

［例1：動詞］

T1：“daづ1補　Ti3　tsevmuy言Shumfiづi駄i」mu

（っていうのは、T13先輩は会社で働く方が好きでしょう。）

T13・繍1・漏・1繍・・咽うてうuぎ・・酬・

（私は何をやってもいいから、困ってる。何をしたらいいかわからない。）

［例2：トピックとコメントでのCS］

T5，剛ぜmI慌柵1㈱割｛掬5麟‘書o“蟹m冨1り鞘1涌

　（今、お爺ちゃんは入院してる。最近、悪いことばかり起きてる。）

T6：　vae　n　　（うん）

T5，　Mls“uアルッハイ々一でしょう。

　　（お爺ちゃんはアルツハイマー一でしょう。）

稿末資料2

文法的ルール

（1）活用させた形の動詞を埋め込むCS

　Tエ4“δ楠uT14樋迷ってる繭価1櫨n”1酬，1漁迷ってる1“ii“vv

　　　（私の友達は迷ってる。迷ってるから、相談しに行った。）

（2）　タイ語の否定辞十日本語の名詞・形容詞・動詞

T3・猷噛凶N決まつた輔

　　　（まだわからない。まだ決まってない。）

（3）　「名詞＋スル」、「副詞＋スル」、「助動詞の後」＋語幹の部分のみ

T1洞q漏o制輔新宿

　　（新宿へ携帯を見に行った？）

T3，赫q（まだ。まだ。）

T1，面（そう？）

T3，㎡o　　ゆっく　り扁ゆっくり　　luGoqitvvri’

　（まあ、ゆっくり。私はこういうことに対してゆっくりしている。）

（4）　トピック・コメント文の場合、トピックとコメントの間でCS

T5：　Na‘葡膵臓6㍑lo1陥L翻U補剛1目測1τ測1自瓢1d頑”“1㌔軸漁嵐1響。oon献触愉缶影

　　（膵臓の血液検査結果なの。検査結果をRarna病院に持って行ったら、　Rama病院の

　　　先生はそれを見て、「なぜ日本ではそんな結果が出せるの？」と言った。）

T7，60（うん）

T5融1欄このような数宇は出せない。　（タイでは、このような数字が出せない。）
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